
顔認証、手話翻訳などを用いたARグラスによる言語媒介ツール

概要
私たちは会話の相手が、手話や、知らない外国語を使用している場合、まともにコミュニケーションをと
ることができないように、私たちの生活にはコミュニケーションが当たり前場合が存在することがわかる。
そこで、1つのツールですべてのコミュニケーションの媒介薬とあることができる、Smartグラスを作成す
ることによって、どんな方法を使用する人でも自分の一番使いやすい言語で会話できるようにする。
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デバイスの全体図

主マイコン(OrangePi5)に
顔検出、手話認識用のカメラ、
音声出力用のイヤホン
音声入力用のマイク を接続

ESP32に
文字出力用のディスプレイ を接続

2つのデバイスをネットワークで接続

手話翻訳ツール 筆談

異言語翻訳ツール

異言語翻訳ツールは言葉を発する人同士しか
媒介できない(手話話者は使用不可能)

筆談は手話話者と日本語話者にか媒介不可能
(視覚障碍者は使用不可能)

使用場面が限定的

それぞれの立場間限定

日常的に使用可能

立場によらず使用可能

・誰でも情報を得ることが可能
(聴覚障碍者には文字表示、視覚障碍者には音声)
・相手がどんな方法でも翻訳できる
(手話はカメラ、音声はマイク)

自作ARグラスを装着

全員がBridglassを装着

伸ばした腕の指と同じくらい

コミュニケーションの流れ

①それぞれのカメラで相手の顔から
相手がどのような方法でコミュニ
ケーションをとるのか(手話、英語
など)を取得し、
どのように翻訳するのかを決める

このケースでは視覚障碍者と聴覚障
碍者の場合で解説をする

②視覚障碍者が話した内容は聴覚障
碍者には伝わらないので、話した側
のマイクで文字化、ネットワークを
通じて聴覚障碍者のグラスに表示す
る

③聴覚障害者が話した内容は視覚障
碍者には伝わらないので、
視覚障碍者側のカメラで手話を音声
化して表示する

③リアルタイムでの顔認識を行い、検出さ
れた場合、紐図けられたcom-IDと名前を
取得し、表示。

①webアプリで名前、画像、com-ID、
friend-IDを保存

①

②
③

②フレンドの画像、名前、com-IDを取得、
画像から顔認識をして、顔の特徴量を取得
それと名前、com-IDを紐図けて保存

主マイコンから文字データをESP32に
送信、I2C通信でディスプレイに送信

翻訳にChat-GPTを使用しプロンプトで設定することによって
音声認識による誤字をなくすことに成功

公開されていたオープン
ソース(googleのshuwa)
を改造し、
リアルタイムでの認識が
可能となるようにした
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改善されるコミュニケーションの例

ユーザー認識

文字表示

手話認識

翻訳

視覚障碍者同士だと相手に気づかない ユーザー認識を音声で通知→会話開始可能

視覚障碍者

視覚障碍者
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